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『居がい 『居がい やりがい 生きがい のある学校』 

受け継がれる栄一翁の精神『栄一翁語らいの日』   

南中学校の校長室には、深谷市の偉人渋沢栄一翁の唱えた『利義合一』
という言葉が掲げられています。働くということは利益を得るだけではな
く、社会全体に貢献することであるという意味です。これは、当時一般的
にはまだあまり普及していなかった、社会貢献や社会福祉という考えに基
づいた、栄一翁ならではの先進的な言葉です。 
私たちは、誰もが「夢」を抱き、その実現に向け「こころざし」を掲げ、

自分のよりよい人生を歩むために日々努力を続けています。その道のりは
決して平たんではありませんが、自らを奮い立たせ仲間と助け合いながら
「夢」の実現に向け、一歩一歩あゆみ続けることは、まさに崇高な人生の
営みです。栄一翁は、生涯を通して「立志の精神」と「忠恕の心」を大切
にしてきました。深谷市では、この栄一翁の意思を受け継ぎ、深谷市の教
育の基本理念として「立志と忠恕の深谷教育」を掲げ、夢やこころざしを
持ち、まごころと思いやりのある人となるよう取り組んでいます。 
ところで、１１月１１日（木）は渋沢栄一翁の命日でした。今年は栄一

翁没後９０年の節目の年ということで、深谷市内のすべての小・中学校で
この日を『渋沢栄一翁語らいの日』として、栄一翁を偲ぶと共に、その偉
業について学ぶ日としました。南中では、まず朝学習の時間に放送で、校
長から栄一翁に関する講話を行いました。小さいころの栄一少年が元気い
っぱいだったエピソードや論語や剣術に励んだこと、大成した後も地元の
獅子舞を楽しみにしていたことなどを語り、得意なものを見つけることや
栄一翁の生き方から多くの学びがあることを語りかけました。次に学校司
書の関口さんから、栄一翁に関する本の紹介をしていただきました。給食
では、栄一翁が好きだった煮ぼうとうと、栄一翁の青淵文庫にあるステン
ドグラスをイメージした「ステンドグラスキッシュ風」を食べました。ま
た、学校栄養士の齋藤さんから煮ぼうとうについての話と、学校司書の関
口さんから河田重三先生著作・清水勉先生撮影の『渋沢栄一の深谷』の朗
読をしていただくなど、栄一翁について語る１日となりました。 
最後に、学校運営協議会の宮坂会長が、埼玉新聞の栄一翁没後９０年の

記念号で、ＮＨＫ大河ドラマ「青天を衝け」で、栄一翁の母ゑいさんが言
った言葉を紹介しています。それは「みんながうれしいのが一番なんだで」
という言葉です。まさに栄一翁が生涯を通して大切にした「忠恕の心」の
原点となる言葉だと思います。宮坂会長は、深谷市民や南中生が、お互い
にまごころと思いやりを持って接し、安心・安全な日常生活を送るために、
ぜひこの言葉を意識して欲しいと思い紹介したそうです。栄一翁やゑいさ
んの思いを受け継ぎ、「みんながうれしい」南中にしていきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 深谷市教育委員会委嘱研究発表を行いました 
１１月１０日（水）令和２・３年度深谷市教育委員会から委嘱を受け、 

学力向上に向けた指導法についての研究発表会を行いました。 
研究主題を「RST を活用し、言語環境の整備と言語活動の充実を基にし 

た学力向上の推進 ～学習の基礎となる資質・能力の育成を目指して～」
とし、授業を中心として、学習環境と学習活動両面で、研究・実践を重ね
てきました。ＲＳＴとは、リーディングスキルテストのことで、読解力を
計るテストです。ＲＳＴを活用し、南中生の読解力、ひいては学力を向上
させようと、この２年間地道に取り組んできました。 
研究発表当日、まず、学校を代表して２年３組が国語を２年４組が英語 

の公開授業を行いました。どちらのクラスの生徒も意欲的に授業に臨み、
参観された先生方からお褒めの言葉をいただきました。 
その後、体育館で全体研修会を開き、研究の概要説明をし、深谷市教育 

委員会の指導主事の先生から指導講評をいただきました。続いて、「教育
のための科学研究所」主席研究員の菅原先生にＲＳＴに関しての貴重なご
講演をいただきました。南中は、この研究をベースに、今後も生徒の学力
向上に向けて、取り組んでまいります。 
 
 
 
 
 
 

 

 コロナ禍であっても「学校が楽しい！」  
新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、社会に大きな影響を

与え始めて２年近くが過ぎました。そして、感染防止の為の検温や
アルコール消毒の実施、マスク着用や３密の回避など、様々な取組
が今や当たり前のように、日常的に行われるようになりました。 
このコロナ禍による感染防止の為、今年度も３年生の修学旅行や

２年生の自然体験宿泊学習、校内音楽祭等が相次いで中止となり、
体育祭や新人戦も、今までとは違った方法で実施することになるな
ど、学校生活に大きな影響を与えています。 
このような状況下において、今年度２年ぶりに行われた全国学

力・学習状況調査の質問紙の「学校に行くのが楽しいと思いますか」と
いう質問に対して 83.8%の生徒が楽しいと答えています。この数字
は、コロナ禍になる前の平成 31 年度の同じ質問の 85.2%と、ほと
んど変わらない結果となりました。本校の生徒は、コロナ禍にあっ
ても、それを理由とせず、与えられた環境の中で学校生活を充実さ
せていこうとする意欲が感じられます。南中はこれからも『居がい 
やりがい 生きがい のある学校』を目指し前進していきます。 
 
 
 
 
 
 

 花壇の花の衣替え「秋の花はなプラン」！  
１１月１２日(金）に、今年度２回目となる「秋の花はなプラン」

を行い、花壇の花を植え替えました。今回は、ビオラとキンギョソ
ウを植えました。キンギョソウは背丈が３０ｃｍくらいに成長する
ので、大きくなった姿をイメージして植えました。参加した緑化委
員の生徒とＰＴＡの生活・環境整備委員会の皆さんは、今後の様子
を相談しながら、楽しそうに作業に取り組んでいました。植え付け
た花は、来年の春まで美しい花を咲かせてくれることでしょう。 
緑化委員さん、ＰＴＡの皆さん、ありがとうございました。 

 
 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日        曜 １２月のおもな行事 
１  水 1.2年期末テスト SUL(3年) 
２  木 1.2年期末テスト  後期人権集会⑥ 
３  金 専門委員会８ 第５回ＰＴＡ理事会 
４  土 桜ヶ丘小資源回収 
５  日  
６  月 １年スキー教室説明会 SUL(全学年) 
７  火 ３年私立高校受験者面接練習 
８  水 SUL(３年) 
９  木 第２回学校運営協議会 花の郵便屋さん引継式 
１０  金 生徒評議会５→15日（水）へ移動 学校保健委員会 
１１  土 新人戦地区大会①  
１２  日  
１３  月 登校指導 SUL(全学年) 
１４  火 １年ＤＦＣ 
１５  水 期末短縮 ３者面談① SUL(３年) 
１６  木 期末短縮 ３者面談② ３年私立高校受験者面接練習 
１７  金 期末短縮 ３者面談③ ３年私立高校受験者面接練習 
１８  土 新人戦地区大会② 深谷西小資源回収  
１９  日  
２０  月 期末短縮 SUL(全学年) 
２１  火 期末短縮 給食最終日 
２２  水 期末短縮 SUL(３年) 
２３  木 期末短縮 学年学活① 大掃除② ワックス掛け 
２４  金 ２学期終業式 ３年通知書配布 花の郵便屋さん配達 
２５  土 冬季休業 新人戦地区大会③ 
２６  日 新人戦地区大会④  
２７  月 ３年通知書修正対応(8:３0～12:00)  
２８  火 仕事納め 
２９  水 学校閉庁  
３０  火 学校閉庁 
３１  水 学校閉庁 大晦日 

＊新型コロナウイルス感染症の動向により予定が変更になる場合もあります。 



 


